
3月開花作型における電照期間の低コスト加温法［成果情報名］秋ギク「神馬」の

3月開花作型では、直挿し後13℃、電照打ち切り20日前から16［要約］秋ギク「神馬」の

℃の夜温管理とすることにより、花芽分化遅延を防止でき、切り花品質が向上するととも

7 1 . 5％に低減できる。に、電照打ち切りまでの燃料消費量を
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「 」 、 、 、秋ギク 神馬 は 月開花作型では電照打ち切り後に花芽分化が遅延しやすく また3

開花揃いも悪く、問題が多い。この花芽分化遅延は、電照期間を低夜温で管理した場合に

発生が多い。

そこで、花芽分化遅延を起こさない、電照期間の低コスト加温法を検討する。

［成果の内容・特徴］

1 3℃、電照打ち切り20日前から16℃で管理した後に電照を打ち切ることによ１．直挿し後

り、開花揃いがよく、切り花品質（切り花長、切り花重）が向上する（表１ 。）

1 6℃一定管理に比べて71.5％に減少２．この温度管理により電照期間中の燃料消費量は、

する（表２ 。）

［成果の活用面・留意点］

13℃（17:00～22:00）､18℃（22:00～3:00）､20℃（１．電照打ち切り後の夜温管理は、

3:00～9:00）とする。

25℃を目標に管理し、換気は、10:00～15:00以外は行わず、茎が赤くならな２．日中は、

い（アントシアンを生じない）ように管理する。



［具体的データ］

3月開花作型「神馬」の電照期間の加温方法と生育・開花表１

加温温度 採花日 平均採花日 切り花長 葉 数 切り花重

13℃一定 3/21～3/30 3/24 100.5cm 44.9枚 103.0g

10日前16℃ 3/19～3/28 3/23 102.5 45.8 104.8

15日前16℃ 3/19～3/26 3/21 103.3 46.4 109.8

20日前16℃ 3/17～3/22 3/19 104.1 47.6 99.9

30日前16℃ 3/15～3/19 3/17 102.6 46.0 95.9

16℃一定 3/14～3/17 3/15 104.1 47.8 94.6

13年11月30日 無摘心栽培注１）直挿し 平成

13年11月30日～平成14年1月23日注２）電 照 平成

3月開花「神馬」の電照期間の表２

加温方法と燃料消費量

加温温度 燃料消費量 比 率

13℃一定 4,745㍑ 52.8％

10日前16℃ 5,589 62.1

15日前16℃ 6,010 66.8

20日前16℃ 6,431 71.5

30日前16℃ 7,196 80.0

16℃一定 8,995 100.0

注）燃料はＡ重油
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